各種大型将棋成立の背景に関する考察ーなぜ中将棋や泰将棋が作られたのかー by 古作 登
． 枚制大将棋から中将棋の成立──偶数路盤採用と省略された駒の理由
日本の将棋は現在主に遊ばれている 、 枚前後の将棋（小将棋系）のほかに盤が大き
く駒の種類や数もはるかに多い大型将棋（大将棋系）の つの系統に分かれる。 大将棋 の
文字が初めて文献に現れたのは平安末期の有力貴族、藤原頼長（ 年）の日記 台
記 である。そこに記された大将棋が 平安大将棋 だったのか、それとも 酔象 駒が取り
入れられた 路、 枚制の 大将棋 だったのかは明らかでないが、日記にある対局日
が （康治 ）年 月 日だったことを考えると、まだ平安時代後期であり 平安大将棋
と考えるのが妥当であろう。すなわち平安時代中後期に原典が編纂された事典 二中歴 に記
































いたことがわかるが、それらは主に現在の将棋に近い 小将棋 であっただろう。 二中歴
の平安大将棋、あるいはその後改良された 枚制の 大将棋 が頻繁に遊ばれた形跡は見ら
写真 鎌倉時代の大将棋 マス、 種 枚。 酔象 獅子 などが追加
れない。



















きの面で強力でないか、ある程度強力でも似た動きの大駒が存在）駒 鉄将 石将 （図 ）



















































































邪 と書かれていて、 の右に練習したと思える邪の文字が書き足されている。 の文字が
無 だとすれば 思無邪 となり中国の古典 詩経 や 論語 の一節 思い、邪無し
（純粋な心がそのまま表れている）に一致する。
写真 はっきりとはわからないが紙背文書も何らかの習書のように読み取れる
写真 右側の頁に駒裏の 金 の書体の書き分け方が示されている

















将棋 摩訶大大将棋 泰将棋 について相違点と、制作の背景について考察していく。
盤の大きさの順にまずは 大大将棋 （写真 ）を見ていく。大将棋を マスと一回





















写真 大大将棋 マス、 種 枚の駒
写真 摩訶大大将棋 マス、 種 枚。盤は大きいが駒種は大大将棋より少なく覚えやすい
また摩訶大大将棋が対局されたとする当時の文献も見つかっていない。
最後に中世、室町時代までに作られた大型将棋の中で最大の泰将棋（写真 ）について考
察する。 マスと大幅に盤を拡大したことに加え駒の種類も 種と大大将棋から も増
え、他の大型将棋には存在した自陣内の空間がすべて駒で埋め尽くされている。また玉将が自
在天王（文献によっては自在王）に置き換えられているのも特徴。追加された駒の中では 銀





















こうして 宗教的遊具 としての役割が強くなった 大将棋 大大将棋 、 摩訶大大将
棋 、 泰将棋 は安土桃山時代になっても作られていた。将棋駒研究家の熊澤良尊氏によれ
ば、水無瀬兼成が残した 年から 年の駒注文記録 将棊馬日記 （写真 ）には 組
の駒を作ったことが記され、小将棋 組 ）、中将棋 組と 指すための将棋 は圧倒的に多





















） 年 月橿原考古学研究所が旧興福寺境内で 年のものと推定される 酔象 駒発掘と発表
） 注人 猛虎 （平安大将棋）が 仲人 盲虎 （大将棋）のように同じまたは近い音を持つ文字で表記が
変化したことが代表例
）古作登 最古期の日本の将棋 平安将棋 から 平安大将棋 、 大将棋 への進化に関する考察 大阪商
業大学アミューズメント産業研究所紀要
）前年、子の土御門天皇（ ）に天皇の座を譲位しこの当時は院政を布いていた
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